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ゴールを目指せf
-上田市少年少女サッカー大会一

回悶悶悶 主主主内容

平成17年度市の予鱒の概要 P4 

市の組a障が部宜わりました P.8 

元気拡地織づくりを応揮します P.9 

うえだ謹崎探訪 香外編 P.l1 

上田真固まつり P.15 

お知らせ P.18 

体ぬづくりの日 P.23 
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表紙のことば

3月 19日 20日の2日間、古戦場公凶

グラウンドと南小学校で、上回市少年少女

サγカー大会が聞かれました。普段の練

習の成却をこのBは存分に発繍。ゴル
泣くで桜戦になると、試合に容加した子ど

もたちはもちろん、観戦している人たちも

彼った手に思わずカが入ります。

肌i咲い北嵐の中、グラウンドいっぱい

に走り回った小さなサッカー選手たち一一

みんなの「一生懸命Jに拍手。

4.1 hp埼
うづき

映圃

救'急情報ネットワーヲシステム.

消防本部/ft26-0119 
南部消防署/宮38-0119

豊島できるE穆世間在韓えます(24略間対応)

人のうご苦 (3月1日現在)

国 人口

四 男
回 女
口 問数

舛国人登録者数

男

女

122，043人(ー22)

59.869人(-28) 

62，174人(+ 6) 

46，536戸(-19) 

4，859人 (+15)

2.460人(+11) 

2，399人(+4) 

( )肉U鮒月比

4 

， 

，--
4月8日-22日
¥f丞事・イベントカレンダー

8圃
9出 太陽の泉市を観察しよう 砂p.18

ウイ クエンドリサイクル(10:00-12:00 /商宜秋利陪西友

=好町商)

10岡

11岡

12<<1 パソコン相談室惨β18

13嗣 わくわく講座..p.21 

14同 インタネット活問法...p.l8 
15樹
16同市民の務ゴカト場オプン砂巳21

線子ふれあい摘樹祭惨p.21

ウイ クエンドリサイクル00凹 -12叩 /やおふく古里届 A

コープコ7!益田鹿)
粗大ごみ回収(10:冊 -12叩 川西社会体育館駐車場)

犬のしつけ方教室砂p.21

朗読劇「やまんぱのにLきJ.巳18

171剖 J:JJ、制J展..p.18 
d告を探して腿望台ウォーキング砂p.21

ビデオ上映会砂p.18

市民の森馬術場オープン砂p2(

18附 わくわ〈講座砂p.21

勤労背少年ホーム5月開講IUl畳講生募集 ..p.18 

背年海外協力隊「体験談 説明会1・p.21
19刷 自立生活支援センターのお花且惨p.21

2:0同 わくわく講座砂p，21

21同

22圃 上岡市非常鋤横目 (障害者)募集締切り 惨p.20

l コUl~ウィーク期間の「ご叫劇 団
廃棄物対~~_.... ~・ 066 圃

。印"通常の眼蟻受入れを行います.

ゴールデンウィーク期間中の 銅飾付X聞の部分が休業自です.

ごみ崎直臨と上回クリーンセンタ

ーの受け入れは右まのとおり行

います。きれいな唄境でゴール

デンウィークを過ごせるよう、ご

協力をお願いLます。クリー/

センターの畳入時間は 8，30-
11:45と13凹 -16叩です。

月 目

-4/28附

4129憧}

4/30出

5/1(日)

5/2(月)

5/3(jo-5嗣

5/6缶詰~

ごみ収集
ヲリ ンセン聖
受入れ

O O 
O × 

× × 

× × 

O O 
O × 

O O 

1(){)S.4.1 2 



{急車を王希望の方1:'
i秘書課広報うえだ担当
iへお電話ください。.
!冒22'41凹内線 1115

3月18日自国こと13iき大学卒業式

毎月一聞の一般教聾やクラブ別の選択学習、年

一聞の宿泊研峰やクラブ尭表会~ど、上田市ことぷ

き大学での四年聞の学曹を終えた 77人が士化会

館で轟大和学長から'i'需証書を畳取りました。

草書生代衰の武書直義さんは、「戦中職接の混乱

期を過ごした者として、『老事』時代に学びの場を得

たこと、多くの友人が出来たことは本当に鰐しい。

今佐は地域社会に役立てるよう野力したい。jとの謝

辞を述べました。

生活環境幌の聴n12人で憎成される「上
田市役所安全パトロールチームJが結成され、
青色灯パトロールカーによるパトロールが始ま

っています。

これは、学校周辺犯罪多発地域を中心

に、地j嘆の安全ー安心を確保するため、また

特に最近全国的に書提している不審者によ

るこども遅への戸かけ等を防止するための

もので、主に児童たちの下校時間帯にパト

ロールしています。

青
色
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
出
発
式

3
月
4
日
@

3月23日制。太郎山を語る会

上
回
西
高
校

レ
ス
リ
ン
グ
部
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

会
園
高
校
選
抜
大
会
出
場
市
長
表
敬
訪
問

3
月
げ
日
制

上回西高校のアーチェリ一部と

レスリング部がそれぞれ全国高校

選抜大企に出場するため、市長表

敬訪問を行いました。

アーチェリー部は、長野県高等学

校新人体育大会で男女ともに橿勝

し、全国大会に出場。また、レスリ

ング部は北f書館大舎で橿勝し、 13
年連続の全国大会出場となります。

週手の皆さんは「睡勝します」

「全力を山し切って聴いますJと力
強く決意を述べていました。

4皆さんで記
念写真

「関東の日士且 100f.tJにも選ばれている太郎

山は、昨年2万人以上の人が畳山しています。

3月23目、市役所で聞かれた「太郎山を探る会」

では、 ~q叩 300 回以上畳山した市民の皆さんが

出席しまLた。書加した皆さんのうち、昨年 366

日畳山した小富山ー(大騒)さんに最多畳山者の

額が贈られました。小宮山さんは『これは皆さん

の制、げ.太郎山に畳る F一一一一ー，

ことで憧康維持になって

いる。もっと色々岳山に

畳ってみたいJと話され
ました。

3 2，四:5.4.1



平
成
ザ
年
度
の
当
初
予
算
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
す
べ
く
事
葉
町
選
択
と
重
点
化
に
努
め
ま
し
た
。
と
り
わ
け

「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ
の
転
換
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
枠
配
分
方
式
」
(
※
1
)
を
一
部
導
入
し
、
岳
部
局
の
権
限
と
責

任
の
中
で
、
知
恵
と
工
夫
を
躍
ら
し
、
生
活
者
起
点
に
立
っ
た

予
算
編
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
循
環
型
社
舎
の
形
成
」
「
市
民
の
健
鹿
増
進
」
「
金
子

化
対
軍
・
膏
少
年
健
全
育
成
」
「
地
緩
経
済
の
活
性
化
を
図
る
産

聾
援
興
」
「
地
域
貰
源
を
活
か
す
観
光
振
興
」
「
各
種
提
言
に
よ

る
地
域
援
輿
」
の

6
つ
の
骨
野
へ
の
財
源
の
重
点
化
に
努
め
る

と
同
時
に
、
健
全
財
政
維
持
に
も
配
虚
し
ま
し
た
。

C 

平
成
げ
年
度

一
般
会
計
当
初
予

昨
は
、
期
位
前
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
度
に
比
べ
て
口
%
の
減

少
、
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え

(※

2
)
分
の
特
殊
事
情
を
除
い
た

場
合
、
前
年
度
に
比
べ
て
実
質

幻
%
減
少
し
ま
し
た
。

蔵
入
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入

は
、
個
人
市
民
税
に
お
い
て
は
雇

用
而
に
持
ち
直
し
傾
向
が
見
ら
れ

る
も
の
の
給
与
所
得
は
大
き
な
改

善
が
見
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
減
収
が
見
込
ま
れ
、
間
定

資
産
税
は
前
年
度
並
み
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
法
人
市
民
税
は
、
業
種

に
よ
る
格
差
は
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
底
堅

い
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
税
金
体
で
は
前
年
度
に
比
べ

M
W
U
刊
の
哨
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
臨
時
財
政
対
能

債
の
合
計
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

約
5
拍
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
市
伯
(
借
入
金
)
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
よ
り
目
5
%
減
の

剖
億
5
1
1
0
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。一

般
会
計
の
市
的
残
高
は
、

均
年
度
ま
の
悶
億
7
0
0
0
万
円

余
を
ピ

I
ク
に
減
少
し
、

口
年
度

以 1r枠配分方式」とはつ
煩られた予貨を有効活用するため畜部局に財源を配分しよ

り予算執行の現湯に置い部局で予算調崎を行う芳去のこと.

※2 r減税補てん慣の借り換え」とはつ
制度減税を補うために平成7.8年度に借り入れた「減税補て
ん0・Jは平成16年度にー措置潰することに怒っているのでこ ; 
の盟斉のためこ同じ額を借り入れることをし山ます

平成17年度末

592億1，448万円

竺旦笠2互E
732鎗 9，329万円

市債残高の見込み (平成17年度当初)

~ 豊里笠主里主
621 tt 4，678万円

笠笠2竺互E
737皇』旦互E

計
一
針
一
針

会

ム
冨

会

鍛
一
別
一
難
特
A 
~ 

4 

基金残高の見込み (平成17.f手度当初)

平成16年度末 平成17~手度末

財政調益基金 16憧2，345万円 11憧 2，345万円

減策基金 13憶 1，059万円 15憶 1，059万円

その他目的基金 17憧2，694万円 16憶 9，027万円

定額運用基金 13憶 9，704万円 13憧 9，704万円

合 昔f 60憧 5，802万円 57憧 2，135万円

llXU.4.1 



集

平成17年度当初予算 (対前年比}

一般会計予算 386億 730万円 (企7.1%) 

特別会計予算 275熔 5，748万円 ( 5.7 %) 

企業会計予算 134憶 6，157万円 ( 6.6 %) 

市民一人当たりの

一般会計歳出の金額は 31万6，106円
人口は12万2，134人
{平尾E171手1月S日現在)

796億 2，635万円 (企0.8%)額総

腺自動恵鶴

市たばこ椴

その他

畳近5年聞の市税収入の状況 t単位億円}

E定資纏税

.市計画視

平成印象度
(決算舗〉

平成，"零度
(決算観}

平成，"草月医
(決.絹}

平成16年度
{決.良治)

平成17'李，.
{当初予算}

纏訟や子育て事察などに

(震生費 79，753円

‘一一ーーーーごみ処理や検惨などに

(衛生舞 20，7朗円

‘ー一ー一一重u興盟光農政などに
1111水産寮費商工賃労働費)

45，049円

、¥一道路や河川の酬などに

(土木質 44，926円

子どもたちの教育などに

(教育費 34，060円

借りたお金の返済に

(公償費 55.576円

20M{億内}"加。日調。。印。ロo
35，954円その{也

主
に
は
、
醐
也
阿
を
切
る
こ
と
が

確
実
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

約
田
%
は
、
固
か
ら
地
方
交
付
税

と
し
て
市
に
交
付
さ
れ
る
見
込
み

の
た
め
、
市
脱
等
で
返
済
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
市
債
の
残
高
は
、

実
質
湖
値
円
未
満
と
な
り
、
市
民

一
人
当
た
り
で
は
約
剖
万
円
ま
で

圧
縮
さ
れ
ま
し
た
。

最
も
大
き
企
割
合
を
占
め
る
民

生
費
で
は
、
障
害
者
、
高
齢
者
を

対
量
と
し
た
嗣
祉
施
軒
の
ほ
か
、

特
に
子
育
て
支
援
施
置
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。
衛
生
世
で
は
、

新
た
に
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ

l
ン
ヨ
ン

事
業
の
ほ
か
、
憧
鴎
づ
く
り
事
業

や
循
環
型
社
会
へ
の
取
組
み
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

土
木
間
で
は
、
別
所
線
安
全
対

置
の
ほ
か
、
市
民
生
活
に
帯
消
し

た
生
活
問
連
道
路
河
川
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
小
学
校
向
学
年

に
お
人
学
級
や
世
人
数
#
明
日
折
碍

な
ど
を
樽
入

L
、
盟
殿
小
学
校
体

育

館

中

極

m小
学
校
校
舎
の
改

築
を
は
じ
め
と
す
る
小
中
学
校
の

環
境
整
惜
を
進
め
ま
す
。

市の一般会計予算の内訳

支出を性質別に見た場合 | 
総務費
'30官民、乱470万円
18.091) 

その他
15悔6，256万円
(4.19!) 

公慣費

67壇 8，767万円
(17.6%) 

その他

67憧 7，245万円
(17.69!) 

5 ]，ω15.4.1 

繰出金
24憧 5，474万円
(6.39!) 



古ごみ収集処理・

廃プラスチッヲ

3憶5，422

9品83万円

O自治会での世i距回収活動へ韓励金 2.287万円
台太陽光世¥I!などへの股世間補助 I.l叩万円

0雨水貯fIIタンクの股世へ補助 i田万円

。大陸駅公取トイレの新事水洗ft...1.200万円

0循環パス、廃止路線代特パス、オレンジパスの運行
5.913万円
O.li迫新般改良交通安全施設監惜 9憶 4，2曲万円

O街路の腔悩 5位門

会川辺町公閥、山主山公聞などの撃情 1 (意以)()万円

地縁産量産の活性化と豊か~.村・森林霊備

O松くい虫防除対軍事業 9.152万円

O問I~などの轟林整備を実施 2.039万円

OXDJIJ水地区の躍草川排水路改修 7.978万円
O金剛守地区の!tlli生産基盤、生活環境基盤の整惜
8.156万円

農業講座 61 

0加'1<l¥i林民地を
整惜して J

8曲万円

市民と行政とが連盟署・協惜したまちづくり

。前回次うえだ出

間プラン世史の

J観測査 制万円

ロール態勢町充実 1.835万円

0市民主体の個性的で魅力ある地域づくり事業への支
慢 2∞万円

だれもが安心して生活できるまちづくり

1 ・ +実宅介護支媛センターの設置
(地域型施設を 1か所t曽設ヨ

3，052万円

255万円

137万円
鈎万円

。極楽寺保有閣改聾へ補助 1.5∞万円

。出産佳1f1Jもない母親を支援するためヘルパーを派遣

42万円

日々健やかに.5骨 E雄由l

会人1111ドック・悩ドックの畳Ht補助 1.785万門

会各般検砂 1低3.789万円
会インフルエンザ叶:予防接桟 9.811万円
0ホームへルパー派遣。グループホームショートステイ
lJI蔀などへの支援 1.59()万円

調>$.4.1 6 



特別会計・企業会計

平成 17年度の特別会剖は 10会酎で、総有1275

位 5.748万円余、川年度に比べて 5.7%柑えました。

介護保険事業では、郁二四!の介護保険計画の最

終年度となり、給付基準等に基づき見込まれる111;'1'(

'1'1は、前年度に比べて 9.9%増えました。

市街地再開発事業特別会計では、公償費で新た

に市f止の元金償還が始まったことで、前年度に比べ

40.2出増加しました。

企業会計は全部で4会計。総額 134億 6.156万

円余です。下水道事業は、平成 16年度に、既に認

可されたすべての処理区が供用開始されたため、

17年度は、汚泥流入1誌の明大に対応した特末処理
場の整備や背坂工事の世用を中'L、に計上しました。

I国民健康保険]
O一般被保険者療聾給付目 29位 5.238万円

0退職被保険者専棋盤給付費 19位 8.377万円
O老人保健医時世拠出金 四位9.583万円
O介護納付金 6億 4.070万円
[介護保険1
0ホムヘルプなどの在宅サービスや特別聾護老人ホ
ームなどの施設サービスの費用 63位 364万円

会計名 予 算額

土 t位 取 も専 3慎 業 4白書円

短固有臨放送電話 事集 5，007万円

同和地区性宅新築資金等貸付事業 9，529万円

空通提 脊 共 i清 事業 4，226万円

福祉事業セノタ 事業 3，445万円
国民健康保障 事業 88 ~を 2 ，720 万円

老 人 保 憧 事 撲 112置4，632万円

介 謹 {暴 陸 羽信 業 65億 384万円

市街地再開量 事業 2櫨 467万円

駐 車 場 .. 業 1億 5，338万円

特別会計合計 275憶 5，748万円

o公共下水道整備 ili街地と周辺の汚水処理施設
整備 29位 4.795万円

O農業JJ!帯排水施設整備の推進 出推集落の汚水
処理施設整備 2.820万円

企業主計名 予算額

産院事難
収益的支出 2億 8，886万円

資本的主出 759万円

水道事擁
収益的支出 20置 569万円

資本的支出 91! 4，876万円

公共下水道事業
収益的支出 34億 9，8l1万円

資本的支出 53傭 5，734万円

農業集落排水事業
収益的支出 9憶 1，900万円

資本的支出 41竃3，602万円

I ]005.4.1 

中小企業の活性化対績を充実
観光施設の整備

*新技報I開発を行う中小製造業者支援 1.500万円

食中小製造業者等支般のため、見本市などへのIH展料
を補助 2田万円

C新産業開発に取組む企業グループ支援 l曲 万円
。中小企帯金融対策 29億 5.354万円

0企業経首相肢の拡充 144 

古「上回城干本桜J1d:ど
上田地域の観光宣伝

3，136万円

。幅広い年齢層の観光ガイ

地場防災を充実し、
して住める地量毒づくり

。消防ポンプ自動車購入

{(郁5' 17分団)". 3日O万円

0消火栓の新設 500万円

を郁DjJ'"3田万円

快漉でゆとりある教育環境を整える
生涯学習・生涯スポーツの推進

O中塩
0畳殿小学校体育館
。神科小学校プー

。小学校高学年に

35 

会日1)所線を使う生徒たちへの通学問補助 172万円

O児童生徒の悩み
不安への相駿体制整備 1.228万円

。標準学力検査(児宜生徒の学力を把魁して、今f査の
指導に活用)". 324万円

。環境教育の実践{雨水貯伺タンクの設置、機官文書

のリサイクル化)."2日万円

。幼児児童生徒に|則する実態調査 194万円

会上凹城跡の整備 6.1叩万円



-市
の
組
織
が

一
部

士変
わ
り
ま
し
た

{新
設
さ
れ
た
部
署
}

.
新
市
建
詰
準
備
室

合
併
推
進
室
を
廃
止
し
、
新

市
建
設
場
情
室
を
新
設
し
ま
し

た
。
新
市
町
地
域
内
分
権
の
推

進
、
地
崎
自
治
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ー
ト
を
世
野
に
、
地
胤
自
治

政
革
主
幹
と
担
当
を
配
置
し
ま

し
た
。

場
所
上
聞
市
編
祉
会
館
内

.
公
有
財
産
管
理
室

献
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、

遊
休
地
の
処
分
を
進
め
ま
す
0

.
地
婿
交
遇
政
策
課

別
所
線
支
援
世
箭
を
古
め
、

地
域
の
交
通
世
帯
を
推
進
し
ま

す
。

-
国
道
バ
イ
パ
ス
課

上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
上

m

バ
イ
パ
ス

2
期
工
耶
建
設
を
い

っ
そ
う
推
進
し
ま
す

(バ
イ
パ

ス
関
連
事
君
主
幹
は
廃
止
}
。

-
工
事
検
査
陣

工
事
検
査
体
制
強
化
の
た
め

の
新
段
で
す
(
工
事
検
査
主
幹

は
廃
止
コ

-
立
化
娠
興
銀

文
化
振
興
に
よ
る
地
姐
づ
く

り
と
、
地
崎
町
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

{係
名
の
変
吏
・
場
所
の
移
転
一

市
民
の
皆
さ
ん
に
骨
か
り
や
す

い
課
や
係
と
す
る
た
め
、
組
織
と

配
置
を
見
直
し
ま
し
た
。

-
児
童
保
育
課

関
連
す
る
仕
事
が
多
い
福
祉

制
耐
と
児
童
保
有
蝶
を

7
Jフ
ロ
ア

と
す
る
た
め
、
市
庁
骨
I
附
に
児

童
保
有
線
を
捗
転
し
ま
L
f、。

-
健
康
雄
進
鶴

市
川
骨
l
附
か
ら

3
陪
へ
移

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
氏
自

ら
の
他
山
づ
く
り
意
離
を
啓
聾

す
る
た
め
、
「
ひ
と
ま
ち
げ

ん
き
係
」
を
新
段
し
ま
し
た
。

-
市
民
協
歯
課

市
民
の
智
さ
ん
が
来
庁
し
や

す
い
場
所
に
な
る
よ
う
市
民
協

働
担
当
を
本
庁
舎
2
階
に
移
動

し
ま
し
た
。
ま
た
、

i
階
で
は

外
国
籍
市
民
対
応
の
ス
ペ
ー
ス

を
広
げ
、
相
験
日
を
増
や
し
、

附
加
す
る
外
国
臨
市
民
の
支
援

体
制
を
強
化
し
ま
す
。

-
観
光
際
観
光
行
政
澗
整
担
当
を
新
設

し
、
係
名
を
観
光
施
設
係
と
制

光
振
興
係
に
改
め
ま
し
子
、
。

-vその他
農
林
間
同
や
土
地
改
品
部
な
ど
の

梧
名
を
改
正
し
ま
し
た
。
編
さ
ん
聾

輔
が
終
了
し

た
市
蕗
編
さ

ん
主
を
廃
止

'
レ
寺
会

1ν
れ」
。

管
財
課
を

西
庁
舎

2
階

に
移
転
し
ま

1
V
れ九
。

乙

総務課

行政改革担当

官 23・5332

• • . • . . . . . • . • . . . . . . • . .・.• .. . . . . • . . . . .• •...•.•••.•.... ..・.• . . • • • • . • . . . . . • • .. . . . . • . • • 
市
町
村
合
併
関
連
4
議
案

上
岡
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
、

武
石
村
町
廃
置
分
合
議
案
な
ど

合
併
関
連

4
浪
宰
が
全
会

一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け

3
月
剖
目
、
長
野
県
知
事

へ
合
併
の
山
中
簡
を
行
い
ま
し
た

(詳
し
く
は
広
報
4
日
出
日
号
カ

メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
に
銅
板
し
ま

す
)
。主

な
条
例
の
制
定
・
改
正

商
工
業
の
顕
興

「
上
田
市
商
工
車
振
興
基
金
」

を
新
た
に
設
置

商
工
章
者
の
背
成
、
商
工
章

の
振
興
を
図
る
た
め
に
「
上
回

市
商
工
霊
振
興
基
金
」
を
創
段

し
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
商

工
団
体
の
振
興
輩
や
産
学
官
連

悌
に
よ
る
新
産
量
的
創
出
な
ど

の
施
需
に
つ
い
て
も
、
充
実
を

悶
り
ま
す
。

N
P
O
法
人
の
支
援

「
よ
田
市
税
条
例
町
一
部
を
敬

正
す
る
条
例
」
町
一
部
改
正

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

E
に
進
め
る
た
め
収
益
事
量

訓'$.4.1 8 

を
行
っ
て
い
る

N
P
O法
人
の

法
人
市
民
税
を
一
定
期
間
軽
減

し
ま
す
。

敬
老
祝
金
の
支
給
見
直
し

，
 

「
上
田
市
敬
老
祝
金
条
例
」
町

一
部
改
正

近
年
の
平
均
涛
命
の
仲
ぴ
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
を
考
雌

し
て
、
今
陸
は
酪
農
uaぴ
四
歳

以
仁
を
支
給
対
晶
と
す
る
よ
う

に
改
め
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し

に
よ
っ
て
削
減
し
た
刷
版
は
、

町
齢
者
の
介
館
予
防
の
た
め

「
筋
』
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
附
申

書
」
な
ど
、
品
航
開
健
椛
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
前
効
泊
川
し

ま
す
。



『
元
気
信
地
域
づ
く
り
支
揖
事
業
」

行
年
度
の
支
援
事
業
募
集

。
対
車
と
な
る
地
域
づ
く
り
の
事
例

(活
動

だ
け
で
な
く
、
計
画
の
策
定
も
宮
古
)

①
地
壇
悶
有
の
文
化
、
伝
統
.
産
業
等
の
前

日
⑦
中
心
市
街
地
に
活
気
を
取
り
戻
す

③
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す

ω、暮
ら
し
ゃ
す
い
社
会
を
実
現
す
る

⑤
そ
の
他
、
魅
力
あ
る
地
瞳
づ
く
り

O
対
車
と
な
る
区
場

国
則
と
し
て
事
章
の
対
量
区
壊
は
、
小

学
校
通
学
区
域
程
度
に
広
が
り
が
あ
る

、
」

L
F」

。
補
助
対
車
と
な
る
経
費

活
動
に
必
要
な
経
費
(
飲
食
代
、
構
成

目
的
人
件
費
は
除
く
)

。
対
車
と
な
る
団
体

市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ

(5
人
以
上
で

市
か
ら
補
助
金
や
財
政
上
町
支
援
を
受

け
て
い
な
い
間
体
)

。
補
助
の
割
合

補
助
対
車
経
費
の
問
分
の
6
以
内

。
支
給
す
る
補
助
金
の
上
限

・
話
し
合
い
専
に
よ
り
地
域
づ
く
り
の
計
画

を
置
定
す
る
場
合
同
万
円

で民へ 申 決 議 計
き協 。5込 定審 助 l∞耐
ま働 l'fiJみ L査 す 万に
す繰前 2 ま吾 る 円器
。 の I~ jj 1; I:i聖 づ
べは{ ー令 裏

l市月 モの :E
Jホ) ν 漆 聞

かiE 子冠 動
らム Jピ リ 'l' 
"ベ L シ~~
b l 市 長践
ンジ民 を す
ロ内協 行 る
lの働 っ 場
ド市諜 て 合

日
山
年
度
は

こ
ん
な
事
業
を
支
援
し
ま
し
た

O
西
塩
団
地
区
掻
興
会

環
境
整
備
部
会
「
西
塩
団
地
域
水
環
境
保

全
(
水
質
横
董
)
事
量
」

地
域
住
民
の
水
環
境
や
河
川
町
水
質

へ
の
意
識
を
向
め
る
た
め
、
地
雄
内
の
河

川
や
池
町
水
質
検
査
を
し
て
、
広
報
紙
や

回
覧
で
住
民
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

観
光
部
会
「
有
害
植
物
の
生
育
骨
布
マ
ッ

プ
作
成
」
市
民
害
加
で
有
害
植
物
{
ア
レ
チ
ウ
リ

や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
等
)
の
除
去

を
す
る
活
動
に
役
立
て
よ
う
と
、
区
崎
内

の
有
害
植
物
の
生
育
分
布
マ
ァ
プ
を
作
成

11V
さ・
1ν

れ~
。

O
岡
の
里
山
を
守
る
会

「
里
山
室
内
看
板
作
成
事
業
」

地
域
で
整
備
し
た
史
跡
、
文
化
財
、
ピ

オ
ト
l
プ
を
巡
る
案
内
塙
舷
を
設
置
。

O
上
回
水
辺
プ
ラ
ザ
箪
備
連
結
協
組
合

「
豊
か
な
流
域
環
境
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

檀
定
率
第
」

千
山
川
町
主
流

(足
掛
川
、
産
川
、
浦

野
川
)地
域
で
前
動
す
る
聞
体
が
連
陥
惜
し
、

地
域
搬
興
・
河
川
環
境
問
金
の
た
め
、
勉

強
会
や
河
川
英
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

O
あ
じ
さ
い
祭
実
行
霊
園
舎

「
塩
田
城
跡
自
然
体
験
事
業
」

塩
川
平
を
望
む
一止
地
を
生
か
し
て
、
腰

虫
と
文
化
、
体
験
を
通
L
地
地
削
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
「
凶
国
三
十
三
番
観
音

巡
り
(
弘
法
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
て
「
別
所

線
「
ア
ジ
サ
イ
電
車
』
で
ゆ
く
林
道
「
醐
m

詞

υ4
J・
・

ラ
イ
ン
』
ウ
ォ

-圃祖
可決
雄
、

‘
‘
同
圃
・
・

l
ク
ラ
リ

l
」

;
 

目嗣
此
事
F

・

限
沼
凶

即

「
カ
ブ
ト
ム
シ

咽
河
刊
、

za開
問
4
調
円
遊
び
、
竹
遊
び
、

;
 

趨
河
幽
司

h
ι
白
骨
副
ポ
ニ
ー
と
の
-
A

随

一

，
倒
輔
副
目
前
よ
れ
あ
い
ま
輯
」

司
湖
沼

面

図

面
・

7
な
ど
の
イ
ベ
ン

・
・
司
副
圃
・
・

pu-
-E
ト
を
行
い
ま
し

冒

A
i凹
踊
圃
F
・
・
圃
圃
固

た

。

O
N
P
O
法
人
上
回
調
劇
塾

「
主
化
の
見
え
る
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

曹
定
事
禦
」

椋
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
芸
衛
団
体

o O llr' 、ー_-n- 0 
作発気化ーマ 千 提と景る gZ N 「 一「可 ~" ，tr 育そ ??三向の
成{i{軽さ 6ベタf比リな場市竺回 P ! 叫 句 .tJて 女 〈 ‘け発
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f-「ン め aレ!-'Lせ輔i人域 ま宵 E置・闘.1'略国陶闘をを育ァ ム と
リト ιン 妥 たたをの活 ち嗣E・E歪誕置冨 持解てミ ネ度L
2盟国域千 "0 ホ収不動 軍=・・・回直圃E哩ぞTをlf;言て
トをの活製 製 LT 1 ま骨 E・・田町'--温も うフ U廿小
t閲様動作 喜 べてお験 つ箆 め士援ん方てをリくら家てエ E いホ
ン FY々を事 ー l 、す学 ぷ 晶 まのサ、は中 l用!わう族いス D ま 1
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市
民
協
働
課

官
辺
・
4
1
0
0

内
線

1
3
5
2

9 UIOM.I 

「
地
域
を
も
っ
と
よ
く
し
よ
う
」
「
住
み
よ
い
地
域
に
し
よ
う
」

Z

と
い
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
づ
く

2

り
活
動
を
応
揮
し
ま
す
。



4貯内
gうと吃砲に私書智枝へ

-第六中学校.

総合的な学習の時間

タイ ゐ」

部
六
中
学
校
の
総
合
的

な
学
習
「
飛
糊
タ
イ
ム
」

で
は
、
各
学
年
ご
と
学
組

の
枠
を
と
っ
て
五
つ
の
項

目
(
自
然
環
境
、
福
祉
、

日
本
文
化
、
国
際
理
解
、
地
域
理
解
)
か

ら

一
つ
を
選
択
し
て
行
う
ユ
ニ

y
ト
学
習

が
特
徳
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
文
化
祭
の
中
で
地
域
の
方
に
ご
指
導

い
た
だ
き
学
ぷ

「
揮
土
文
化
体
験
講
座
」

も
特
般
的
な
活
動
の

一
つ

で
、
何
年
も
続

い
て
い
ま
す
。

川
年
庄
の
三
年
生
日
本
文
化
ユ
ニ

y
ト

で
は
、
郷
土
文
化
体
験
講
帽
で
毎
年
ご
指

導
い
た
だ
い
て
い
る
山
野
枕
崎
韮
教
室
町

皆
さ
ん
に
、
日
と
ん
ど
毎
回
お
起
し
い
た

だ
い
て
、
哨
物
の
暗
付
け
や
礼
儀
門
法
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真

は
文
化
祭
で
発
表
し
た
時
町
線
子
で
す
。

L 

•••••••••• 地
域
の
価
値

そ
し
て
「千
本
桜
」

符
ち
遣
し
か
っ
た
脅
の
到
来
、
そ

し
て
サ
ク
ラ
の
開
花
。
私
た
ち
の

住
む
池
波
に
は
た
く
さ
ん
の
魅

力
や
価
植
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、

雑
が
そ
れ
ら
を
改
め
て
尭
見
し
、

守
り
、
官
て
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
9

ま
さ
に
そ
こ
に
住
ま
う
住

即日，10 

民

一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
取
組
み
と
、
地
山
崎
町
良
さ

を
持
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
住
民
の
宜
拙
に
よ
り
引
き

継
が
れ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
経
間
的
価
値
ば

か
り
で
は
な
〈
、
様
々
な
個
他
闘
に
よ
り
、
守
り
た
い

と
い
う
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
問
え
ば
別
所
線
も

そ
の

一
つ
で
し
ょ
-
ヮ
.

上
回
城
跡
公
園
町
サ
ク
ラ
並
木
を
活
用
し
よ
う
と

市
で
取
組
ん
で
い
る

「
上
凹
城
千
本
桜
」
は
、
匝
史
的

に
も
貴
重
な
世
泌
を
且
直
し
て
情
報
琵
は
す
る
こ
と

に
よ
り
.
観
光
を
上
山
の
リ
l
デ
イ
ン
グ
政
書
に
す
る

た
め
の
核
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
阿
る
モ
デ
ル
と
宥

え
て
い
ま
す
.
行
政
が
日
掛
け
人
と
な
り
.
氏
聞
の
骨

さ
ん
も
動
き
出
し
て
い
く
山
中
で
、
協
働
が
行
わ
れ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今

H
は
「
上
山
域
千
本
臨
ま
つ
り
」
と
凱
打
っ
て
‘
城

跡

一
帯
で
散
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
削
さ
れ
ま
す
。
加
え

て
、
世
界
的
に
布
名
な
附
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
井
併
チ

さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ァ
プ
で
、
在
挫
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
捌
遣
し
ま
す
.
さ
ら
に
、
上
田
腎
年
金
蛾
所
の
皆
さ

ん
の
努
力
に
よ
り
、

「全
国
城
ド
町
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
.
N
P
O
に
よ
る
エ
コ
タ
ク
ン
l
は

4
Mか
ら
衝
な
か
を
走
り
話
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
あ
、
世
帯
は
外
へ
。
公
共
交
通
機
聞
で
上
回
織
へ
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

よ
回
郵
世
電
信
の

局

も
ζ

ζ

に
ぞ
た
ち
に
け
る月

ゐ
お
る
B
g

P し
旦ぱ
4呈ら
のく
木《ゆ

標いき
は τ
田村
辻ち
に且
れ
は'

〈↓

， 

海野町と原町の宜鍾点にあった上

回郵便局(左手奥は海野町)



うえだ

(築地314-2)

築地地区の「倉沢家住宅」が、平成 17年3月末

に星野県宝に指定されました.そこで今回I~. 廻噛

揮酷喬外鋼として怠沢家住宅をと紹介します.

文性1の普耐に関わる史料から、大庄屋任命にともな
い、 草保 12年頃にiJH&:されたものと推測されます。
客座般には、十位三室と八位の 「とりつぎ」があり、

阜の/lUゃ欄間等で格式を整えたもので、大庄屋が代H
専を接待するのに相応しい造りになっています。昆敷

地内に述つ表門、文距離.上躍は、 18世紀佳半から

19世紀前期頃に建設されたものと推定され、この建物

群生体が残っていることが、江戸時代の庄屋町安を伝

えるものとして貴重です。

平成 15年には客座敷の桝体修理が行われ、客座敷

は建設当初の姿に1ll服されています。

総タト物強
宮沢家は、軍に伝わる史料Ir古沢華文瞥J)
から、 17世紀前期lには、現在地に居を構え

ていたと推定されます。卒保9'1' 11 724)には、 J仁田
帯主から大庄屋に任命され、名字帯7Jを昨されていま

す。元文5年 11740)に大庄函制が廃止されて以降は、

庄屋を統括する割番を勤めています。

主屋は、車御

市町重要文化財

春原家住宅とほ

ぼ同時期、 17 

世紀末期頃の建

設と推定されま

す。主屋町東南

に接続する客距

離は、 『宮沢草 宮 23・5102文化橿興標文化財慢謹吾-問合せ復原された客座愈

r
掴持いパ
川
鍾

「
血
と
骨
」

。
監

督

省

淳

一

。
般

作

ピ

1
ワ
イ
ル
ド
、
ザ
ナ
ド
ゥ

O
配

鎗

松

竹

H

ザ
ナ
ド
ゥ
ー

。
ロ
ケ
地
上
図
市
立
塩
図
中
学
校

。
出

演

ピ

1
ト
た
"
し
鈴
木
京
香
・

新
井
Maa'
文
・
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
i

寺

島

進

他

作

梁

石

田

定前
お
向
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
世

田
優
秀
庇
督
賞
、
措
置
持
主
演

女
世
世

{鈴
木
京
香
)
、
臨
画

秀
助
演
男
橿
世

(オ
ダ
ギ
リ
リン

ョ
l
)
3
部
門
に
輝
き
、
世
秀

賞
叩
部
門
を
受
賞
し
た
名
実
と

も
に

2
0
0
5
年
を
代
表
す
る

映
阿
が

「血
と
骨
」
で
す
。
自

ら
映
画
批
骨
で
も
あ
る
ピ

1
卜

た
け
し

(北
野
武
)
さ
ん
と
世

洋

一
監
軒
の
友
情
か
均
実
現
し

た
映
制
。
動
乱
町
時
代
を
時
若

無
人
に
駆
け
抜
け
た
ひ
と
り
の

朝
鮮
帯
民
の
男
と
そ
の
家
族
の

人
間
ド
ラ
マ
を
ピ

l
ト
た
け
し

さ
ん
が
み
ご
と
に
演
じ
て
い
ま

す
。

上
回
で
は
、
川
朝
鮮
学
校
の
シ

l
J

を
塩
田
中
学
校
で
搬
影
し
ま
し
た
。
ロ

ケ
場
所
と
し
て
は
、
旧
西
車
田
小
学
校

も
候
補
に
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
.
「
こ

こ
は
ま
た
別
の
作
品
で
使
い
た
い
」
と、

今
回
は
世
監
曹
の
イ
メ
ー
ジ
と
ぴ
っ
た

り
合
っ
た
極
問
中
学
校
が
週
ば
れ
ま
し

た
。
大
変
だ
っ
た
の
は
加
入
の
中
学
生

エ
キ
ス
ト
ラ
。
九
幼
主
の
羽
子
生
徒
と

オ
カ
ァ
パ
の
女
子
生
徒
を
集
め
る
の
に

四
苦
八
苦
.
完
成
し
た
映
画
を
観
る

と
エ
キ
ス
ト
ラ
少
年
た
ち
の
努
力
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
現
在
、

D
V
D
も
先

先
さ
れ
て
い
ま
す
。

J J !OOH.J 
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実互

熊
岨

夜魂潜駅暗ガ
にのり前きス

あ器三しの海の
;.こ峻守往へ喰四苦
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乗
せ
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入
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士
見
台

佳

作

鍾
ぬ
き

E
を
さ
ら
す
機
町
枝
に

乱

れ

舞

ひ

寄

る

巻

町

雷

片

下

常

自

国

主
負
い
つ
つ
生
き
ゅ
〈
こ
と
も
な
〈
な
け
て

uruu 

作
軟
に
今
日
町
一
日
か
か
づ
ら
ふ
神
科
新
屋

ま
だ
ら
雪
ヲ
す
ら
に
謙
る
土
手
通
を

春

は

名

の

み

と

口

ず

さ

み

行

〈

中

野

老
い
ニ
人
年
金
事

L
個
々
と

ち

ょ

っ

ぴ

り

還

付

申

告

を

軒

ふ

築

地

略

b
き
地
に
住
み
た
し
と
思
ひ
っ
つ

相

刺

す

風

の

町

に

老

い

訣

リ

小

泉

樟
き
ゅ
〈
凶
穂
町
喜
び
の
幸
に
似
て

山

口

村

は

県

境

を

越

ゆ

富

士

山

一
行
に
書
き
軒
ふ
る
う
た
姐
す
ぎ

風

語

り

ゆ

〈

野

町

荒

涼

に

富

士

山

身
を
草
に
均
〈
し
か
ま
き
川
は
死
移
待
ち
ぬ

真

珠

の

よ

う

な

卵

雄

唱

し

て

伊

"

山

年
成

五夜沢

選

児
玉

保
江

膏
木

寄
生

北
村

遺
麗

夙
子

箇
島
喜
志
子

本
木

せ
つ

倉
濠

昭
夫

間

-mナ
ミ
ヨ

山
寺

麟
世

商
温
順
調
智
子

灘
下

肝

投

稿

敬

は

H
，
実
写
生
の
散
が
大
部
分
で
す
が
、

一
目
の
中

に
円
高
自
身
の
瞳
聞
の
わ
か
る
占
現
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

選
者
跡

八郷

十星
五に
般入

今る
日朝f
が光Z
始ま
:. .i 
るし
せ
か
失

れ
て

俳

匂

矢
島

入

選

木
枯
」
っ
し
ゃ
吾
が
持
つ
杖
を
苗
に
す
る
鴻

雪

山

に

爆

音

響

き

人

捜

す

大

余
生
ど
は
余
魚
、
に
あ
ら
ず
躍
り
を
け
上

水
仙
の
札
畠
の
ご
と
き
芽
生
え
か
な
小

{圭

作

買

畠
根
の
雷
ド
サ
リ
と
落
と
し
貨
車
違
桔
生
噂

凱
付
い
て
る
つ
も
リ
田
宮
に
転
び
け
り
小
康

重

き

雷

早

夕

飯

に

し

て

し

ま

ふ

新

町

宮

一

面

舗

の

足

あ

と

角

曲

が

り

緑

が

丘

釜
直
に
足
下
ろ
し
行
〈
水
る
道

mm
野

春
闘
つ
る

H
呑

み

こ

む

生

卵

織

地

大

寒

や

夫

の

院

桂

声

と

ほ

リ

御

所

凍
て
つ
き
し
ま
や
枯
桂
寛
き
さ
さ
り
壮
大
手

過
疎
の
灯
が
ま
た
-
つ
消
ゆ
寒
の
月
須

川

寒
月
や
菅
入
れ

L
母

小

さ

〈

て

よ

常

国

タ
レ
マ
チ
ス
藍
な
ど
璃
〈
て
静
か
な
り
中
之
条

紋

糸

あ

と

色

薄

ら

い

で

春

時

禍

図

汚

れ

た

る

雪

に

真

白

田

雪

重

ね

中

野

病

床

的

見

町

手

撮

り

容

を

待

つ

霞

紡

部

選
者
時

暗
々
ど
聞
を
押
し
上
げ
宮
町
嶺

要

1
 
1
 
1
 
-
H
"
1
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入

選

東

地

帽

に

つ

の

る

思

い

の

桔

び

文

大

手

や
さ
し
さ
に
触
れ
る
と
現
も
ろ
〈
な
る
集
地

頭
に
は
書
い
て
お
け
な
い
慌
の
名
句
中
吉
悶

L 

J者
男

選

牧梶屋野

小

林

健

宏

久
保
図
袈
裟
燭

工
藤
じ
ゅ
ん

片
岡
て
つ

春
庸
征
ニ

木
村
ン
モ

門

脇

悌

子

園

和

人

清
水
ゆ
き
子

倉
濁
昭
夫

金

子

和

江

中
宙
線
和
夫

手
楊
喜
代
子

丸

山

淳

子

石
芥
紀
代
子

園
中
優
美
子

本
木
ぜ
っ

小
林
ゆ
り
江

南
月

選

板宮山
口下船

華空軍乙

{圭

作

鬼
は
外
福
も
う
っ
か
リ
ま
ぜ
て
投
げ
小
泉

向
き
合
え
ば
子
が
活
け
て
〈
る
指
導
宣
川
辺

強
た
か
な
プ
!
チ
ン
ニ
島
ど
譲
ら
な
い
緑
が

E
北

技
理
チ
ョ
コ
が
糟
阜
病
を
攻
め
て
〈
る
圏
分

印
鑑
聞
を
絵
馬
に
持
た
せ
る
崖
っ
淵
源
酷
形

立

色

直

る

男

だ

返

金

待

っ

て

や

る

岩

下

風
情
う
程
に
自
我
を
晒

L
て
い
〈
お
酒
丸
田
崎

蕗

み

そ

で

食

欲

さ

そ

う

朝

の

織

概

肪

部

効

能

を

惜

じ

て

又

も

健

康

草

愛

宕

町

杉

の

予

を

宵

て

た

掲

句

花

粉

症

新

閏

春

一

番

マ

ス

ク

美

人

が

亀

に

地

え

中

村

雷
か
き
の
跡
つ
人
材
錦
町
聴
木

L
-
m
-
m

雷
あ
れ
ピ
偉
置
に
な
わ
ぱ
リ
舗
の
週
中
野

チ
ョ
コ
売
場
ヨ
ン
線
以
上
現
み
合
っ
て
畏
島

木
々
渡
る
風
は
自
am

…

の

滞

奏

者

保

野

俺
だ
っ
て
指
導
で
も
っ
と
ま

L
G過
去

策

地

雷
解
け
に
朝
日
ダ
イ
ヤ
を
散
り
ば
め
る
舞
宙

詩

情

よ

り

事

情

が

先

ヒ

峠

越

え

上

常

図

安
」
つ
き
の
身
に
賓
き
刺
さ
る
翻
刊
の
冷
え
伊
勢
山

飲
み
仲
間
居
場
所
が
決
ま
る
縄
の
れ
ん

山

口

選
者
時

委
病
め
ば
己
が
無
カ
に
思
わ
さ
れ

小

泉

柳

香

翠

川

昧

鳥

小
宮
山
町
子

今
尾
志
津
子

髭

沢

昭

月

岩

崎

キ

ク

草
野
ま
つ
江

小
林
ま
つ
子

中
井
比
奈
江

小
林
Mm
ニ
朗

佐
旗
た
か
こ

土

座

制

栄

志
木
せ
っ

松

井

律

子

藤

邦

子

清
水
文
弘

中
村
ひ
ろ
こ

白

倉

忠

雄

赤

羽

幸

子

斎

濠

俊

酔
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〈
お
仲
田
ぴ

v
=一H
一
日
号
俳
句
の
「鈴
粂
忠
世
下
」
さ
ん
は

.
Eし

く
は
「
鋒
駿
車

E
F」
き
ん
で
す
。
訂
正
し
お
毘
び
し
ま
す
。

今月の役稿作品

叫1I:511-2 'I:!J 111問..'
短:o;:...105昨 俳句 1561.J 

川柳 19i旬 貯 -'58作品

B月号の段稿方法
除がき叉'"ハガキザイズの紙

に'"'".除俳句川柳の冊g，
氏名(ふりが忽)ゆ自治会名"

電話番匂を配入の上.4月22
日(食)必活で上田市教育3委員
会「広報うえ"'J係(〒 386
0025よ国市夫側2-4-74)へ.
短歌俳句川柳ごとにR剛志
がをで投網してください.

忽お、音声阪の「広線うえだJを
作成していますので氏名作

畠凋附漢字に砿必?ふりが恕を

つけてください.



とを生かして作業します。火勢が協力することで楽しく、

在ぴも増します。水障から始まったつながりが「ま~ゆ」

へ、「ま~ゆJ，からほかのつながりへと、少しずつ植が)fi
なって、広がっています。

一 「ま~ゆ」の活動を通して、生活の中で変化はありま

したか。

全部自分でやるのがいいことだと思っていて、人にも

のを頼むことが苦手でしたが、今では人にお願いして、

また白分が頼まれるということが錨しいです。

ま~ゅでは「お金では測れ主い価値」を大切にしている

そうですが、「お金」に対する考え方の霊化はありました力、

「どれだけ働いていくらになる」と、時間lをお金に変

えていた時間jがありました。今は「お金ばかりではない」

と思うようになりました。硝かに気持の余裕が必要企こ

とかもしれませんが、官車にはできない魅力があります。

年配の方で「やってもらうばかりで悪い」という方がいら

っLゃいますが、頼まれるほうだって賂しいですね。
これから地域へ出て何かしたいと思っている女性に、

メγセージをお願いします。

n分からIliて行かないと何も始まりません。広報ひと
つを見ても、いろいろなお知らせが織っています。情報

町中には自分の気になるものがひとつはあると思うの

で、そこに思い切って一歩断み山してみてはどうでしょ

うか。ひとつの書加が次につながるとt川、ます。

Ij也事与d
a 、

近ごろよく耳にする「地域づくり」では、男性だけでなく、

女性も積極的に書面することが求められています。どん

な書面白仕方があるのでしょうか。今回は「地域づくりに

書画している女性Jをご紹介します.

ひとつの参加が、
いろいろな輸に
つながっていきます

蛋都くらぶ~-ゆ

会員 柴田照子さん

I軍都くら，百ま~ゆl金属 150人.代表安斧啓子宮ん.
「地慢週賓J1モノやサービスを特定の....ゃグループで循測さtき
る制I!!'を媛分に地盤震活動を行っている団体.rできるときに、で
きる人ができることをJが筆苓.盆鶴によら?人と人とのつ芯
がりや自然とo関係を大切こ fモノ コトの交舶を行う.

たった一つのことが、いくつもの人の輸、活動の輸に

つながっていますね。そうしたつ立がりが、自骨の周りの

人や地域をいきいきとさせるきっか付になるのかもしれま

せん。

FAX25・4100ft 23・5245男女共同事画課

一「ま~ゆ」に入ったきっかけは何ですか。

趣味の水地をしているときに、「ま~ゆJの仲間に出会
いました。私だけ入っていたのですが、そのうちに夫も

誘って、今では去のほうが熱心に活動しているくらいです。

ー「地場通賀Jを使ったことで嬉しかったことや、喜ばれ
たことは何ですか。

合n同士町家に行ったりLて手伝い合っていますが、
どのやり取りも大切です。m川地区では大苧生も加わっ
て米作りをし、須川の人たちとの交流ができました。女性

のブJでは足りないところは射性にやってもらい、得意なこ

平
成
立

文
去
欄
年
間
麗
秀
作
口
回
表
彰
茸

教
育
総
務
課

「
広
報
う
え
だ
」
に
昨
月
情
報
し
て
い
る
文
芸
備
の
短
歌

俳
句
川
棚
の
品
部
門
で
、
平
成
同
年
年
間
橿
秀
作
品
が
決
ま

り、

2
月
同

H
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
l
年
間
に
投
稿
さ
れ
た
作
品
監
は
、
魁
歌

1
0
2
4丹、

俳
句

1
8
4
2
句
、
川
柳

l
7
6
8旬
で
す
。
こ
の
多
く
の
作

品
の
中
か
ら
各
部
門
の
選
者
の
先
生

H
に
匝
需
作
品
を
選
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

柳
町
も
と
子
さ
ん

(手

縁

照
り
も
騎
り
も

品
現
に
向
ひ

て
っ
さ
ん
(
小

牧

片
岡

頭
ち
ょ
よ
ん
と

書

巴
さ
ん

(
緑
が
正
)
カ
タ
ソ
ム
リ

波

に

乗

れ

な

い

E
n
5
1
0
0
 

真

に

写

す

自
問
自
答
す

載
せ
て
を
り

畳賞した皆さん(前列右から)
柳町もと子さん片岡てっさん、倉待巴
さん(後列1;1選者)
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[巡回期間]平成17年4 月~9 月

①|②|③  

上田市立図書館 ft22.0880 四 28・1118

③ ⑤ ⑥ 

巡

回

目

4/13、5/11、
6/1、7/6、
9刀
の各水曜日

4/15、5/13、
6/3、7/8、

9/9 
の各金曜日

4/20、5/18、
6/8、7/13、

9/14 
の各水曜日

4/22、5/20、
6/1口、 7/15、

9/16 
の各金曜日

4/27、5/25、
6/22、 7/2口、

9/28 
の各水曜日

4/28、9/29

の各木曜日と

5/27.6/24、7氾2
の各金曜日

駐

調
渇
沼

山
車
A
M

M
駿
昨

日
貨

9

伊努山
バス停付近
9:45 ~ 10:00 

富士見台団地

自治会館
10:10"" 10:25 

上野が正
公民館

10:35 -10:50 

西野竹

自治会館
市1:00-11:15

五加自治会館

1:30-1:50 

中野公民館

2:00"" 2:15 

西温図会館

2:25"" 2:40 

手録公民館

2:50"" 3:10 

別所温痕
観光駐車喝
3:20"" 3:35 

セレーノ八木沢

東入口公園前
3:45"" 4:05 

秋和公会堂

常鎗町
自治会館
10:55 -11:20 

緑が丘北
公民館
2:25"" 2:40 

舗が正会館前

2:50"" 3:10 

線下駅前広場

3:25"" 3:45 

大星
児量センタ
4:00"" 4:20 

キ『やまびこ号jの巡回は月lζ1固です。-

* 8 nの巡同はありません。
*各コースの時間帯が少し宜直になっていますのでこ'詮宜ください。

*室賀泌品「ささらの描」上UIしいのみ閣室賀にステーションを
開設していますので、ご利附ください。

掌海街田地

LPガス置き喝前
9:30"" 9:50 

保野公民館

停

ささらの渇
入口駐車M・
10:40"" 11 :05 

車
!I I 木
自治会館前
2:40"" 2:55 

桜団地

北側駐車渇
2:15"" 2:35 

場 lJI戸第 2
作，健所前
3:00"" 3:20 

所
浦野公民館

3:30"" 3:45 

時 川西こども飽

3:55"" 4:15 

間

川原会館前

9:15.... 9:30 

ひかり

自治会館
9:40 -10凹

森公民館

10:15 -10日30

下郷公民館

叩 40""10:55 

11:05-11:20 

中村自治会館

3:00"" 3:15 

.，誕地田地

南側広嶋
3:30"" 3:45 

川辺町
兜盆センタ-
3:55"" 4:10 

日向公民館前

9:30"" 9:45 

岡公民館

9:55"" 10:10 

仁省国公民館

10:20"" 10:35 

小東区民会館

10:45-11:00 

大屋
大石橋付近
2:40.... 2:55 

みすず台北団地

団地内駐車喝
3叩 -3:30

上青木
尾崎宅車庫前
3:40"" 3:55 

神川

児賓センタ
4:05"" 4:20 

1移動図.師.rやまびこ号JOどなたでもご利局いただ付ます.
ヱコルの刷用者カドをお待ち〈ださい.

Hやまびこ骨Jでも利用者カードの発符再録行ができます.そ
の廠身分隆明(健康保険医遺伝免許怪奇事)をお待ちください.

3やまびこ号の紙型車両は、車術予の方もその..ご有利j周いただ
げます.

2拙 4.1 14 



官官 @問符P
_a，内

野f⑤ 上田誠跡公園、
位、./ 中心商眉街、

J 「 上田駅お械ロ

オミ ⑧ 
ジ
ウ
乙ー

⑮ 4月23日偏

⑤ 

③ 
010:15-12:40 

太鼓フzスティJ
(上田駅お械口広場)

012:40-13:30 

曳きみとしイベント
(上田駅お械口広場他)

014:00-15:3口

記念講演(市民会館)

「お城でハッピー!!おもしろ心理学切
講師富田たかし古ん

(心理学者駒沢女子大学教授)

・17:00-18:00 

一
上
回
大
会
一

一

真田武者行列‘真田軍 VS徳川

軍上回城攻防綱引き決戦、郷土

芸能披露、民踊流し.江戸芸か

っぽれ他(詳細は4月 16日号

に掲能)

ー上雪
国回

固
ま

q
り

哉書符凋
真田軍徳川軍に扮しτ
武者行列に吾加しません

か。個人ご軍族、お左達

同士で、春の思い出づくり

をしましよう。

岨千本桜まつり
(・お花見期間中の駐車場のご案内・)

上回城跡公国へお花見にご来墳の際は、右図

の駐車場をご利用ください。主お、週末は渋滞が

予想されますので、できるだけ乗り合わせや公共

交通機関をご利用ください。満車。:場合は、駅周

辺および商庖街の有料駐車場をご利用ください。

※ l市民会館駐車場 4/9凶 ω川 11(刷まイペン
トのため不用できません.

※2臨固 は4/9け1.10肌 16出、17聞のみ勺臨時

駐車場です。

観光課 宮 22・4100(内線1421)
公園緑地諌宮22・4100(内線1581)

青色の困 は臨時駐車場です。

15 !飢5.~.1



審議会委員を募集

で審議会へ書画できるのは l人 1審議会)

各県にある申込暫とレポート (8凹字以内容式白

山)を添えて提出。レポートと而接により決定。

締切り 4月22U (童)

任期 合昨が行われた場合は合昨の前日までです。

.募集する審議会

産院運世帯議会 w.少年問題協議会・男女共同書画
推進委員会廃棄物処理審議会募金審査委員会

・応募上の共通事項

申込みできるのは市内在住で20-75哉の方(公募

産院運営審械金 膏p年問題協損金 揖女共同参画推進聾員全 高棄物思理審損金 募金審査委員会

募集人員 1人 3人 2人 3人 1人

任 期
H 17.5.18- H 17.6月~ H 17.6.1- H 17.6.1 - H 17.6.1 -
19.5.17 19.3.31 19.5.31 19.3.31 18.5.31 

産院軍営について 青少年の指湯育成保 男女共同鯵面に倒する 廃棄物の処埋減量化 金銭物品等の寄附募集
内 容 の調査審蛾

.等に関する施策審11. 絡策を推進するうえで必
に闘する'蛾 に刻する調査審姐

関係磁調との連M調整. '慢な・H闘を濁査.脇.

レポート ri量置に納得するこ I青少年の鍵全育成のた 「男女共同多箇社会 「循環型経会形成の 「地慢社会における

内 害 と」
めに今治憾の大人

について思うこと」
ためにあなたがで 寄附(募金)のあり

たちの果たすべき盆割j きることは」 方・考え方J

連絡先
産 院 生産学習課 男女共同書画課 廃棄物対策課 市民協働課

宮 22'1573 宮 23・5104 官 23・5245 官 22.0666 <>23・5334

国
保
年
金
謀

E
2
4
1
0
0
 

内

1
3
6
9

高
齢
者
の
医
療
費
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

-
老

人

医

療

費

は

み
ん
な
で
支
、
え
て
い
ま
す

老
人
医
療
費
は
、
白
己
口
判
岳

を
除
き
、
国
民
陣
康
保
険
や
他
府

保
険
組
合
な
ど
か
ら
の
拠
出
金

{約

6
割

)

と

国

県

市
町
白

担
(
約
4
剖
)
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。

-
老

人

医

療

費

が

地
加
し
て
い
ま
す

平
成
均
年
度
上
岡
市
の

l
人
当

た
り
老
人
医
療
費
は
制
万
6
2

8
5
問
で
、
長
野
県
内
市
町
村
の

な
か
で
日
骨
目
に
高
い
医
療
世
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と

生
活
習
慣
柑
な
ど
の
慢
性
的
な
柑

気
や
、
廿
粗
し
よ
う
症
な
ど
に
よ

る
廿
折
と
い
っ
た
心
身
機
能
の
低

下
な
ど
に
よ
る
病
気
や
け
が
が
刷

え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
山
齢
布
の

医
山
市
費
は
刷
、
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

-
医

療

費
節

約

を

心
が
け
ま
し
ょ
う

高
齢
者
の
医
療
費
は
、
本
人
の

自
己
負
担
は

1
割

(
ま
た
は
2
割
)

で
す
が
、
残
り
は
上
田
市
の
老
人

保
健
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
医
療

盟
節
約
は
皆
さ
ん
の
自
己
負
担
を

減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
医
山
市
保
険

制
度
の
健
全
な
運
世
の
た
め
に
也

事
で
す
。

(例)かぜで医院に月2回通院し、薬も処方さ

れた場合の平均的立医療費約5.000円(厚生

骨働省モデルケースを春考に作成)

-医療費総額 約5，000円
・自己負担(1割の方) 約 500円

・上岡市老人保健負担(9割) 約 4，500円

-
人
ひ
と
り
上
干
な
F
A
J
を
心

が
け
、
医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま

し
ょ
、
っ
。

健
康
維
持
の
た
め
、
毎
日
積
極

的
に
か
ら
だ
を
動
か
し
ま
し
ょ

三勺，
。
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商
工
諜

宮
お

5
3
9
5

「
新
技
術
等
開
発
事
業
助
成

金」

「新
産
業
創
出
グ
ル
ー
プ

支
援
事
業
助
成
金
」
募
集

商
工
楳
で
は
、
意
欲
あ
る
中
小

企
章
者
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

げ
年
度
助
成
事
推
の
応
募
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

応
募
期
間

4
月
I
H
(企
}
1
6月
初
日
(木
)

応
募
先
商
工
課
産
票
企
副
係

O
保
択
事
業
は
、
選
考
委
日
会
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
l
ン
ヨ
ン
に
よ
り
内

嘗
を
審
査
し
て
決
定
し
ま
す
、

¥ 新技術等開発夢韓 斬産量割出デループ助成金 支援事轟助成金

対島者 市内の中小企象者等
3以上の中小企集者毒事
で構成するグループ

対車穫量
新筏術新製品の開 額商品開発 車路ぅm間j査同研お究どに
発など 関する共同で符う 等

助成串 2骨の1以内 2骨の1以内

限度額 300万円 50万円



「
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ヲ
ト
」
と
は
、
市
町
仕
事
の
中
で
も
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
て
い
る
「健
康
・
環

境
・
子
ど
も
」
の
3
つ
の
升
野
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
た
め
、
職
員
が
チ
ム
を
編
成

し
て
日
々
研
究
・
実
践
を
重
ね
て
い
る
テ
マ
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
テ
!
マ
に
沿
っ
て
叩

一
年
度
に
は
何
を
し
た
か
、
そ
し
て
、
行
年
度
に
は
何
を
す
る
の
か
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

循
環
型
社
会
形
成

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

-
事
業
系
ご
み
に
含
ま
れ
る

圃
「
紙
」
を
リ
サ
イ
ウ
ル

会
社
や
工
場
な
ど
か
ら
の
「事

業
系
ご
み
」
は
平
成
時
年
度
で
l

万
3
4
3
4
ト
ン
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
紙
額
が
多
く
吉
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
再
利
用
す
る
た

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
会
社
へ
持
ち
込

む
よ
う
に
咋
び
か
け
て
い
ま
す
。

ロ
年
度
は
事
業
系
ご
み
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
持
ち
込
み
を
制
限
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
ま
す
。

-
生
ご
み
減
量
に
向
け
た
研
究

燃
や
せ
る
ご
み
の
う
ち
約
4
却

を
占
め
て
い
る
生
ご
み
は
、
現
在
、

「集
積
所
に
出
す
」「
畑
な
ど
に
穴

を
揃
っ
て
埋
め
る
」「
コ
ン
ポ
ス
ト

や
生
ご
み
処
理
機
で
堆
肥
化
」
「モ

デ
ル
地
区
で
収
集
し
た
生
ご
み
を

堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
苗
真
に
混
ぜ
堆

肥
化
」
「ピ

1
ト
モ
ス
と
籾
殻
く
ん

世
を
混
ぜ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
「ぱ
っ
く

ん
』
で
堆
肥
化
」
な
ど
で
処
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

他
に
も
様
々
な
処
理
方
法
が
あ

る
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
し

や
す
い
有
効
な
堆
肥
化
の
方
法
を

口
年
度
も
引
続
き
研
究
し
ま

t
w

h

E

一
川

凶圃

引
っ

-
E

・mm
，b

炉

副

-
』
円
川

-
t
 

i
f
 

--
肥

『
圃
錐

「
圃
み

i

パ
ご生

-
浄
水
唱
の
泥
を
有
効
利
用

台
風
や
雪
解
け
な
ど
で
濁
っ
た

川
の
水
が
浄
水
場
で
沈
殿
し
て
で

き
る
泥
を
、
農
地
で
活
用
す
る
た

め
、
同
年
度
か
ら
泥
の
改
良
土
化

を
始
め
ま
し
た
。

一
間
合
せ
】
生
活
環
境
課
宮
お

・
5
1
2
0

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

圃
毎
月
別
日
は

圃
市
民
健
康
v

つ
く
り
の
日

「
自
分
の
他
府
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
高
時
、
皆
さ
ん
の

健
牒
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
毎
月
、
テ
l
マ
や
場
所

在
変
え
て
げ
年
度
も
引
続
き
行
い

ま
す
{幻
ペ

I
ジ
害
問

)。

-
鍾
康
づ
く
り
の
歌

P
と
体
操

飽
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
作
成

し
た
「
ひ

と

ま

ち

げ

ん

き

健

康
う
え
だ
幻
」
の
歌
と
体
操
を
、

様
々
な
場
所
で
紹
介
し
、
駄
の
C
D

は
、
企
聾
商
庖
ス
ポ
l
y
施
設

公
共
機
関
な
ど
に
配
布
し
普
及
に

静
め
て
い
ま

t

、・

他
府
づ
く
り
の
の

U
S

活
動
に
取
り
入

車{よ

れ
て
み
て
は
い

わ

A
M
A
U
?
 

圃

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

圃
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
を
作

圃
成
|

|
「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ

l

-Yヨン
事
業
」

市
い
か
行
う
健
峡
診
査
受
診
者
の

健
康
状
態
は
、
前
年
に
比
べ
改
普

さ
れ
て
い
な
い
人
が
多
く
、
均
年

度
は
幻
%
の
人
が
、
医
師
か
ら
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「へ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」
と
し
て
げ
年
度
は
、
生
活

習
慣
の
改
普
が
必
要
一
な
人
を
対
卑

に
、
血
液
検
査
、
体
力
・運
動
機
能

測
定
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
運
動
e

栄
聾
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

悦
し
、
一
定
期
間
の
実
践
陵
、
再

度
検
査
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

直
し
個
人
の
健
肢
を
高
め
て
い
く
モ

デ
ル
事
業
を
行
い
ま
す
勺
ま
た
、
ウ

ォ
l
キ
ン
グ
に
よ
る
他
府
づ
く
り
の

支
援
、
生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
る

高
齢
者
を
対
卑
に
し
た
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
壊
を
行
い
ま
す
。

【
間
合
せ
】
健
康
推
進
課
宮

n
・
8
2
4
4

少
子
化
・
青
少
年

健
全
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

乳
児
期
か
ら
背
年
期
に
至
る
ま

で
の
健
全
育
成
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て

「
家
庭
で
の
教
育
力
の

低
下
」
「
地
域
で
の
教
育
力
の
低

下
」
を
課
題
と
考
え
、
子
ど
も
同

土
町
興
年
齢
交
流
や
地
域
の
大
人

と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

-
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
の
校
庭
や
教
室
な
ど
で
子

ど
も
が
安
全
で
安
心
し
て
活
動
で

き
る
場
所
を
つ
く
り
、
地
時
の
大

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
、

放
課
桂
や
休
日
な
ど
に
文
化

体

育
活
動
を
子
ど
も
に
指
押
し
、
地

域
の
人
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、

「
地
域
子
ど
も
教
車
推
進
事
需
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

・
車
小
学
校

「
の
ん
び
り
教
室
|

ふ
る
さ
と
に
親
し
む
時
間
」

地
域
の
大
人
が
、
ス
ポ

1
y

聞
碁
将
棋

・
則自
の
遊
び
の
伝
承
な

ど
を
指
導
。
珪
べ

2
0
0
0
人
町

子
ど
も
が
害
加
し
ま
し
た
。

・
「城
下
子
ど
も
く
ら
し
塾
」

子
ど
も
た
ち
白
骨
が
考
え
た
こ

と
を
、
大
人
が
サ
ポ
ー
ト
。
千
山

川
や
須
川
湖
な
ど
、
自
然
を
生
か

し
た
活
動
で
、
年
齢
の
述
、つ
子
供

同
士
が
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。
延
べ

蜘
人
事
加
。
体
験
活
動
を
通
し
て

「生
き
る
力
」
を
官
み
ま
し
た
。

げ
年
度
は

6
つ
の
公
民
館
を
中

心
に
、
地
域
の
実
状
に
合
わ
せ
た

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
問
合
せ
]

生
涯
学
習
課
世
間
ω
・
5
1
0
4
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ビデオ上映会
※ 4 月白、ら上眼目 1.日曜日にt~ 'J ま

した。

時間 13:30~ (的 70 分~90

卦の上限を2回行います。)
定員 E口口人(申込み不要)

科書 用料

4月 17日目「フランダスの犬」

他5話

4月24日目「ヘンゼルとクレ
テルj地5話

無料パソコン相談室

日時 4月 12 日ω9:30~12 口口

4月 24回目 930~12:00

1人30分間
対車 初心者白、ら経験者

定員 10人(要事前申込み)

インヲーネット活用法

便利草ホームベージ教えま昔 l

日時 4月14日同 13:30 ~16 :00 

対車 インターネット経験者

定員 1白人

料童 1.500円

臨醐鶴幽
太陽の黒点在観察しよう

日時 4月日目白 10:0口 ~1 1:00

参加料楠料

内容 望遠鏡で太陽の黒点在投肥し

て観療し、 3月26日出の時と比べ
てみます。

第33田上小美術展
日時 4月 17 日目~24 日目白口口

~17 口口(畳終日は 1 白 00 終了)
入場料大人350円/宇生 200円

小中学生身障者 75歳以上の方は
踊料

各施設イベン卜案内

デジヲルカメラ講座入門編

日時 4月 23日凶 13:30~1600

対車 パソコン経験者

定員 16人
制壷 1.5口口円

プラ板のアヲセサリーづくり

日時 4月23日仕110 口口 ~11:30

参加料用料

定員先着24人

対象小中宇生とその県護者

内容 ブラ板でキーホルダーやベン

デント等のアヲセサリーを作ります。

申込み 4月20日制までに電話ま
た1.FAXで創造館へ

勤労青少年ホーム5月開講講康参加者募集
勤労青少年ホム "22.7117

金場勤労青少年ホムほ力、

対島 事業所等に動指する 35競までの方。

申込み 缶講座とも4月18日制力、ら 21日開の12:30

1]¥521 :00に勤労青少年ホーム(消防本部前)へ、受講

料在添えて申込んでください。電話でも受け付けます。

日時・内容受講料等 右表のとおり

そ由他 下記受講料の他|ζ利用者協議会費5口口円が必
要に草ります(ただし平成17年4月以降同会未加入の

方のみ)。左手お上記圭講座について、開講4 週間前に定

員に達し草い場合中止と怒ります(その場合費講料は

主額百返しします)。詳しくは勤労青少年ホ ムへ。

m座 名
料理

木彫り

パ!ドミノ卜ノ

テニス

料理

着付け

英会，，(初級)

エアロピクス

キヰ E宜

中国籍

絵画

パソコノ(初級)

ジャスFダノス

曜日開始日

同町16-

同 5f23-

同 5/16--

同 5/9-

火町10-
火町17-

火 5/10--

水町11-

*15/11-

木 5/26--

木町12-
金町13-
金町13-

情報うえだ

|上国間一リー
古!mItP".I"..:t.:.t>>.;;J・l!l!iII
〒お[~天神u土図駅前ピルパレ者4脂

朗読劇『やまんぱのにしき」

日時 4月1白日出 18:30 
出演 上回演劇塾朗読クルブ

「おは芯し宅車置」

内容 民話に見る女性憧をテマに

「やまんl<fのにしき(原作松谷みよ

子IJ在、群読と敵、楽器草どによる
朗読劇として発表します。

対最 小学生以上

定員 70人
料童 500円(高校生以下無料)
申込み 4月日日制Pら上国情報ラ
イブラリーで電話畳付

春の全限通安全運動の姉|目

4月日日制かう4月15日制まで
の10日間
「よくみてね 1 いっぱいのばした

もみじのて」 をスロ ガンに「曹

の全国交通安全運動Jが始まります。
運動の重点は

0自転車利用者のマナー向上
0シートベルトとチヤイルドシー
トの正しい置周回徹底

0二輪車田安室利用の推進 です。
;:;:新入学1年生の保護者¢皆さん、

お子さんと通学路の確認をお願

いします。

司
一円
一円
一円
一円

円

↑円
一円
一円
一円

円

一円
一円
一円

醐

一
剛

一
叩

一
剛

一
問

十
剛

一
剛

一
剛

一
剛

一
剛

一
醐

一
町

一
脚

一
叩

員
一人
一人

人

一人
一人
一人
一人

人

一人
一人
一人
一人
一人

定
一
時
一
世

叩

一
回
一
団
一
叩
一
時
一
回
一
叩
一
叩
一
叩
一
叩
一
回

数

回

一回
一回
一回
一回
一回
一回
一回
一回
一回
一回
一回
一回

回
一
叩
一
叩
一
叩
一
回
一
叩
一
時
一
叩
一
叩
一
叩
一
叩
一
叩
一
叩
一
叩

間
一
二

二

~

一
二

二

~

~

一
二

二

二

二

~

一
~

摘
一
泊
一
回
一
田
一
回
一
却
一
∞
↑
∞
一
叩
一
時
一
四
一
羽

田

叩
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市内在住在勤の方

(学生を除く)

申込み 4月4日聞から参加料持参
のうえ体育設哲口へお越しください.

[少林寺拳;去教室l
期日 5月 16日-7月25日
月曙 10回 19:00-20:30

吉晴市民体育館剣道場

定員 20人
多加料 巳口口口円

申込輔切 5月2日開

I楽しく体力づくb(膏期)教室]
期日 5月日日-7月 11日

月曙 10回 19:30-21:0白
書場古戦場多目的運動場

定員 3白人

惨加料 E口口口円

申込蹄切 4月25日開

[初心者卓球教室l
期日 5月7日-8月日日
土瞳 10回目 30-11:00 

金場市民第二体育館

定圃 2白人
多加料 3口口口円
申込輔切 4月25日刊

[レヲリ工ーション卓球教室(前期)) 

期日 5月B日~日月 30日
金阻 10回 19:30-21:0口

会場市民軍二体首館

定員 2白人

惨加朝 3，0口口円
申込蹄切 4月25日何

I女性ソフトテニス教室]
日時 5月 10日-7月 12日

火曜 10回目 30-11 :30 
会場市宮東テニスコ ト

対島女性の方

定員 20人
参加料 3口口口円
申込締切 5月2日目)

I弓道{前期)教室l
期日 5月 10日-7月 12日
火曜 12回

時間 ① 10:00-12:00 
② 18:30-20:3白

書場市宮弓道場

定員 30人
審参加料 3，000円

申込締切 5月2日開

Iナイターテニス(前期)教室l
期日 5月 13日-6月 146
火曜金曜10回 1日 15-20:45

金場古戦場テニスコート

定員 65人

4参加軒
6，0口口円

申込締切

5月2日伺

[バドミントン(前期)教室]

期日 5月 17日-7月26日
~曜 10回 18:30-20:30

会場市民体育館

定員 40人

"加軒 3，000円
申込締切 5月9団側

回国車ァつアブラサ上田水泳教室開催要項

教室名 曜日 時間 内 容 a対象
クロル由 .(Z) 金 (])13:凹 -13:田 よ基本動作の欄冒
青泳ぎ① ・② 火

<%>14咽凹-14叩
Z手・足・時服のコンピ阜ーション聖観冒

平泳ぎ①@ 火 '"宵泳曹と平泳~"聞週

ワンポイント4泳法 木 15:00"" 15:50 人 人の法曹壷?ドパイスします
高齢者水中彊動 月J金 11:00-11:50 "も主，.，ら..怖い方でb士主尭t笛量目上の0止対置
水中ウォ キノグ 水 13:00 .... 13:30 激しい彊勘がで曹ないかたでもで曹ます
水中置動 月/水 14:00 -'4:50 ')ス弘(奮撮)1こ合わせながらY7アダンス!
アク7'ミット 木 13:00 .... 13:30 車1悼のよう申車中手提ー坦.τ.に".肉量 ~lf'l.I置す

アクアヌ ドJレ 木 14:00 .... '4:30 2ト"チ・工アロピ"申ど員二，-1蝿h昔骨量重量'"
夜間?クアビクス 水 19:00 .... 19:50 仕事帰りにストレス量融，置幽不足解満

19 !OQj.4.1 

Iソフトバレーボール(前期)教室]
期日 5月 16日-9月 19日
月暇 12回 19:00-21:0白

書壇市民体育館

定員 30人 30才以上の方に適し
たスポーツです.

書参加料 2，000円
申込輔切 5月9日開

I女性ソフトポール(前期)教室l
期目 5月 10日-7月 12日
火曜 10固 19:30-21:00 

金場北小学校般庭

定員女性3白人

事参加料 2，0口口円
期込締切 5月2日伺)

[春季市民ゴルフ大会l
期日 5月29日目雨天決行

室崎菅平高原力ントリーヲラブ

参加賀格 市内在住もしくは在勤の

Fた
参加料 1人2，5口口円(別違プレ
イ代 10，500円、キャディ付 13
100円、乗用力 卜童事付)
惨加入貝 160名 (4口組)定員に
落口次第締切ります.できるだけ4
人1組で申し込んでください。
部門 一般、シニアグランドシニア

レディース

協踊内容 18ホールズ ストロー
クプレイ ハンディキャッブ新ベ1)

ア方式(同ネットの ~‘ 
順位(<1クロス、生年 令d 唱
月目、女性の順とす

る)

申込み 4月 11日
何から重参加料を溝え

て体育隈へ

水泳教室畳間者を随時募集していま

す。詳しくはアクアプラザよ回 ("26 
2626)へお問い合わせください。
レッスン料 1回100円、入館料750

円(60.以上町方または 17時以降の
入館者は 500円)、保険料 700円
(加入日から平成同年3月引固まで

有効)

本初~，(，貯水なれペピ技術は，j 1J 16 1lサ

の「広判tうえだ」をご覧卜さいE

* ~，附 11の般市"術 1.3 . 5'"、~!!のみとな

ります{前2.1~BIl.Jl IJ:休館Hのため l

掌修介により休aとなる鳩合があります



情報うえだ

l前期工ンパワーメント講座

対車 次のいすれにもrn当する方
市内にお住まいの要介護4または
5の要介謹想定を畳けている市町
村民税非諜税世帯の方でがっ在宅

で紙おむつ等を利用されている方

対聖書について市税亙び上田市介

護冒険料の，胃納が左手い方

対fl畠自 大入用の紙おむつ尿と
Dパッド置い捨て手袋潤拭剤
ドライシャンプー(病院入院中や施

般入所中の購入r~対車に起りません)

助成限置額 年額 1人あたり
75.000円-100口口口円
命間田方法 紙おむつ等踊入費助成

の申調書と嗣税介護保険料納付状

況調査同意書 (高齢者介聾腰にあり

ます)に必要事項在記入して、高齢

者介護腰へ提出してください.草お

申開時に印鑑が必要です.

対島 市内在住在勤の方(学生r~除く)

金崎 市民プラザゅう

墨田陣料 1回につき200円

庇兜 2歳~就学前のお子さん
申込み 4月 12日同 15:00-市
民プラザゅうへ受講料教材置を添

えてお申し込みください.

・1テキ忽おもてなし料理由暗座

日時 5月10日刷、 24日刷、 6月7

日ω10:00-12:00 6 
定員 20人 ι ， 
豊嶋料 600円

教材置 1.8口口円
.福祉住環境コーディネーター

E板責措取得準備講座 (14固)
日時 5月7日-6月18日(毎週土値
目)10:00-12:0口、 13:00-15:00
定員 25人 受講料 2.800円
テキスト代 4.2口口円
・働く女性白カウンセリンヲ車砲岡庭

日時 5月24日i;Jo.3 1日同 6月7
日帥 19:00-20:30 
定員 2白人 望講料 600円

・E児童を開敵
寄月第 1第3童曜日に眠児童聖
日開胆します.

宮 23.5131高齢者介謹諜

よ田市小規模工事・修繕受注

希望者登録申摘について

霊堂27.2日88市民プラザゅう

l太郎山通行止めについて

緑を次世代に引き継ぐために

-r緑白書量Jrこと協力ください~

倉 23.5257

平成17.1自年度に噛畠檀般工事

建盤コンザル森称聾圃の入札(見積)

参加資格申講をされてい忽い(法人

個人を問わ草い.)方で.市の小規槙

工事修櫨(工事は 130万円、管繕
は50万円を超え草いもの)の申請を
希望される方は、「上田市小規模工

事睦措受孟精望者畳録申情書」を揮

出してください.今回申摘されますと、

平成 17年6月1目白、う同 19年5

月31日まで2年間有効と草ります.
受付期間 4月 1目白、5随時

有効期間 平成 17年6月 1Bb、ら

平成 19年5月31日まで(ただし、
中違で申請した方r~. その月の翌月
か5平成 19年5月31日まで)
受付場所 官財際窓口(市役所酉庁

舎 E階)
その他 募集要項申踊置頚 (申揚

圏等)は、官財謀で配布しています.

管財幌

<>22A100内線 1457

醒主芯森林づく口と緑豊が芯環揖聾

帽を進めるとともに 緑化思想の高

揚と禄化事業の推進を図るため、「緑

の募金」亜働を仔忽っています.

翼施期間 4月1日-5月31日

圏林謀

置林楳林務部

"224100 内線 1457

春の山火事予防運動

~小古忽火、山に措てると大き恕火~

含 23.5122

4月tJ'5災害担旧に伴う工事により、
林道箇光寺線が通行止めに主主~.太
郎山裏書参遭駐車場までの車両通行が

出来草く草口ます.

詳しくは、林道入り口に工事軍内電

帽を股置いたしますのでご協力をお

願いします.

腫林標

3月1日から5月31固まで平成 17
年曹の山火事予防運動の婁施期間で

す.山火車を起こさ1;Jいため‘次の

ことに注軍しましょう.

括れ草のある咽所でのたき火はや

めましょう.

山林で野焼菅やた苦メ〈をする時{志、

許可や届け出力、必要です.市役所

に連輯しましよう.

タバコの鐙げ措てはやめましょう.

" 22.0880 

日時 寄月第3土曜 13:30-15:00
童場 図・館

踊師小池雅夫さん、樫井松夫さん

教材 上田市誌歴lelli(3)-東山週と

恒盟国分寺

内容 檀理由府と上回、古代の神と

延書式内社、古代E牧、条理遺構他

受踊料 年額3.000円
申込み 4月 10臼がら図書館へ

図書館
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みんなで森林づくりをしよう l

f親子ふれあい植樹祭J

日時 4月16日仕j日口口-13:00

童壇上田市下之郷(東山市有林)

内容 植栽木工軸室、東塩田小学絞

童曹バンドによる溝奏、塩田西小と量

殿小のみどりの少年団による活動発聖

書参加料 稿料

持ち物 作業のできる服装軍手

雨具水筒(おにぎり豚汁ジユ

ースを用意します)

申込み 4月 13日制までに置林標
林務保へ

l膏を探して展望台ウォーキング
塩図式民館 n38.6883

日時 4月 17日回目 30-
象台場所 東塩田小学綬

内容 園高に見日開5しの毘いパノラ
マ展望台を目指して事きます。展望

台ではお祭りが開値され豚汁や飲

み物の冊料提供t~どもあります.
コース 小字校→大六のケヤキ『安

曽神社→ 600m林道→ 11月 1日

号の広報要紙「東塩田町パノラマ展

望台」 →昼童→帰口 I~自由融軍
.. 加費 1人 100円(揮険料lま白、)

持ち鞠 昼貴 ζ宰宅2>

申込み 4月13日附 写央干A
までに塩田公民四へ l弐 I¥}

上田市市民の森腎術場

4月17日目午後オーブン

体育課 n23.5105 

営車時間 9:00-21:00 
才一ブン当日はイベン卜として午

前 10時かうよ田乗馬由楽部による
馬術鼠筏‘午極白、己用料車馬体駿が

で苦"9.(人数制限があります)
また午後 1時がら綿飴、きのこ汁
の楠料サービスもあります.

|市駒森ゴーヵート場
4月1白日凶 オーブン

市民の轟管理事務所 雪23.0363

宮車時間 4月16日-10月16日の

21 2耐 '1.1

土日祝日9:00-16口口 (7月
30日-8月21日は平日も富業)
料童 1周100円回数曹1.000
円 (11回織り)

時

場

置

圃

融

込

自

主

主

定

対

申

4月 19日帥 11:00-
上回峰跡公園

1.0口口円(お弁当代等)
30人(先着順)
障害をお持ちの方とご家臨

目立生活支援センタへ

-
n
u
 

タ
喧
ノ
E

、

セ
5

盟
自
主

2

沼

田

λ
一
郎
包

胆
一書

5

置

-
冒

5

お
一
陣
ヨ

の

一
階
目

見

一
軒

含

花

一船

お
一服

、UHav

7民一W4
 

線内nu 
nU 
4
 
ph 
ρ」密謀林腫

紙おむつ等購入費助成事業の

霊録事業者を追加募集

高齢者介橿謀 宮23.5131

対島 信舗等が上田市の区域にあり

大入用の紙おむつ尿とDパッド等を
販売する事業者

事車内容 上田市が空付9る「助成
帯」を提示した方に紙おむつ草どを

納入し、桂自助成範囲内で市IJ'ら支
払いを受けます.

l青年海外協力隊「働験談品説明会」
J氾A駒ヶ根 n0265.82.6151 
http:l/www.jica.g引p/branch/ktc

日時 4月 18白岡 1日30-
金壇 上回商工会積所

詳しくは JICA駒ヶ根へ

長野県民よい歯のコンクール

“よい歯をお持ちの方大募集'

健庫推進際 n23日244

・母と子町部

応募資格 平成 16年4月 1日がら

平成 17年3月31日までの聞に、
3歳児健廟審査を豊彦した幼児とそ
の母親で、健聞主主歯をお持百の方

応募方法 瞳庫推進課へ

・高齢者司郡

応募資格 平成17年3月31日現在
80釦以上で、2日本以上自分の歯を有
しお口の手入れが有苦届いている方

応募方法 置寄りの歯科医院、また

は住所、氏名(，ありが草)、年齢、電信

書号、生年月目、職業を記入のよ、

FAX またI~，はがきにより 4 月 22

日自国までに畳野県歯科医師会 (n

026.227.571 1田口26.224
1 1日8)へお申し込みください.

住些:>1115聖
上田信健所 n25.7153 

日程

宇科 4/16凶
ー翼妓 4/23‘517.21、6/4.18

の音土曜日

時間 13:30-15:30 
字科講習 上回消費生活センター

・実技摘習上回合同庁舎駐車場

軍参加賀格 ①~③を全て溝たすこと

①生桂4力月以上おおむね 1年以内

@畳揖清み、E犬病予防孟射清実施清み
@ジステンパー缶染性肝斑や)(1レポウ

ィルス感染症等のワヲチン撞曙清み

参加料 5.000円
持ち物 量録鑑札孟射清票とワヲ

チン撞種匝明

申込み・問古ぜ 開催目前日までに

必す事前申込みを行ってください.

詳細8上回惇健所へ.

l工コ・ハウス「わくわく講座J
工コハウス 含23.5144

(7!iぞうD作りl
日時 4月1自白伺 25日開
10:00 -15:00 

持古物 ものさしの口叩程度)，はさ

み、木揖の布(ゆがたシーツ.布団

力パ一等Lお弁当
参加費 100円
定員 15人
[和服のりフォームl
日時 4月13日制 20日同 27日
酬の3回コース 10:00-15:00 

持古物 不用早着物

参加費 200円
定員 10人

・修理工房か5お知5世
[刃物研吉(隔料)]

日時 毎週水曜日 13:00-16:00 
内容 1人1回1本限り(1日限定10

本まで)



「 上岡市文化会館.材木町 1-2-3 含 22-07⑥v 
、
おめ とき 催 し 開演 入場 閉会せ
的、、

平成17'事新卒 商工課
'lj tT jb 418幽

I!聴者滋励会
13:30 関係者

宮 23・5395

すま
4/10(日)
大正琴鈴木会

10:00 無料
零伝湾大正写鈴木会

第25自発表会 n24・8126

4/13刷
上図市防犯指

18:30 関係者
生活環境課

導員研修会 宮22・4100

苦休 4/14閑
上属機管長高等学修誕A

9:30 関係者
上回染谷丘高等学校

生字音オリ工ンテーション 君 22・0435

すま 4/15出
ことぷ宮大学

10:00 関係者
中央公民館

入学式 告 22・0760

4/17(日)
宮下敏穏教室

10:30 無料
宮下取鰻教室

時
発表会 告 24'5856 

4123幽
上回自由盤

9:30 関係者
設立準備委員会

'" 問問式 宮 22'6432 

上小一曲協会 上小一曲協会

左晦
4/24{日)
演奏会

11 :00 無料
宮 42・2855

4氾7体i
クフシック室

19:00 会員券
室内楽を楽しむ会

q子I 内楽演奏会 " 23・2150

u w 'lr l 
上田市民会館 .二の丸1・2 告 22・076:

とき 催 し 開演 入洛 問合せ

6 4/21附
全国擁下町シンポ

14:00 無料 上回青年金麟所
ンウム上園大会 "22・5074

通コ 訂正とお詫び・ 、

3月1日号広報うえだで発表した「平成16年
U阿L 度明るい家庭ー家庭の日Jの作文の入選者の氏

名に額りがありました。訂正しお院びします。

ドトる
(際) 優秀第三中掌校1，年小宮山班希

(正) 優秀第三中学校1年小宮山瑞季

o 生産学習課宮23'5104 
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.問合せよ田市ボランティアセンター

上田市中央3-5-1 上m市ふれあい福祉セノタ 内
TEL'FAXZ5-2醐 URLhttpJ/ww叫 ueda.lleJp!"ued民hakyo/
閣段時間平日 8:30-20曲土曜9田 -16田

辺調。5.4.1

こんにちは ⑮ 

ボランティア包ンターです

L 

ふみだそう新たな一歩
自分探しー

ボランテイアセム〆ターは原町の上回diふれあい師祉セ
/ター<lr1Jニ凹郵世間)町中にあり、専門のコーデイネー

ターカさ「ボランテイア活動をしたいJfボランテイアに協力
してほしい」という万円様々なお問い合わせ(楠祉教育の

相法 ー支提、体験ど声明など)にお応えしています。体験学

習などでは、ボランテイアセンターからお伺いすることも

あります。

また、セノター内町掲示板や情報誌『ボランティアつう

Lん(奇数月尭行)J、ホームベージなどで、ボラ〆テイア
情報の提供や器材などの貸し出しもしています。

活動を通じて新たなIH会いや日分揮しのキッカケが見
つかるかも↑!



"加害A芭九のコメント
哩田谷却しております。木曜日す待ちきれま也九。

..加害B芭九のコメント
隠1竃1JVeガつEのてす百。

園陸宿健康官民婦をして相復してきまし定。
日時 殴謝してます.

毎週木曜日 10:00 -1 1 :45 
(※お盆正月祝祭日市の行事日はお体み) 霊付方法
金調(受付) 参加当日 100円を持って市民第二体育館へ

市民体育館、市民第二体育館 ' おいでください。初回のみ、年会費 1.000
参加料 円をいただきます。

1回 100円(保険料を含む) 問合せ j 
年会費 1.000円(初回のみ) (財)上田市体育協会事務局 ..27.9400 

日肱『市民健康体力づくりの目』

保
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闘
に
よ
る
血
圧
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定
。

健
康
?
ド
パ
イ
ス
を
安
け
て
ま
す
・

体育課宮23・5105
上田市体育協会 H27・9400

雄もが気軽にスポ ツを楽しめるように‘毎週木曜日に行怠っている「市民健康体力づくりの日」の紹介在し

ます.毎回 1口白人を超える皆さんが参加されており、日ごろの運動不足解消や健康増進、スポーツを通して

の仲間づくりにもつながっています。

その日にやってみたい種目を楽しむことができますので.お気軽にご参加ください.

仲
間
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来
ま
し
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。

みなさん、気軽にj干をかいてみませんか?
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e.tlll市役所 TEL 0268-2"......1∞ FAXα費込2>41∞
eilf散後符電磁 TEL聞込252剖
・iIi政処雷FAX FAX位協.23-5JJJ 
e ili依拠宵電子メール mayo“~ci!y.u噌da.nag副何p
・イJターネット上附市のホーム代ーン

URL ttup:llwww訓 y.ueda.nallan凶，/(広報ほ治市政情報術後)
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脇山

生活純利艇の UR'情轍が3次元コ ド化されていま
す.11応の僧惰司，..で観み取れ.い渇合"、次の URL
.λ力して<f.!.号、、
・生活便利鰻 http:l，ゐenri.umic.jpJ
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